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このまちが好き幸手市　2024.1

☎

市 長 コラ ム

幸手市長　木村純夫
　
　
　
　
　

第
三
保
育
所（
円
藤
内
１
１
３
）

勤
務
日　

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
週
５
日

勤
務
時
間　

①
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
②
午

　

前
７
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
、
③
午
後
４

　

時
～
午
後
７
時（
平
日
）

※
勤
務
条
件
は
応
相
談
。

問
合
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）８
４
５
４

令

和

６

年

度

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

季

節

会

員

募

集

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
さ
く
ら
小
学
校
を
除
く
）

で
は
、
利
用
児
童
数
が
少
な
く
、
定
員
に
余
裕
が

あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
長
期
休
業
期
間
の
み
児
童
を
預

か
る「
季
節
会
員
」を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
保

護
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
説
明
会（
申
込
み
不
要
）

日
時　

１
月
27
日（
土
）午
後
４
時

場
所　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
第
２
会
議
室

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
市
学
童
保
育
統
一
運
営
協
議
会

　
☎（
48
）２
３
７
３（
い
な
ほ
児
童
ク
ラ
ブ
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

農

業

委

員

募

集

募
集
人
数　

14
人

任
期　

８
月
７
日
～
令
和
９
年
８
月
６
日

資
格　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
の

　

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
な
ど
、

　

そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
期
間　

１
月
22
日（
月
）
～
２
月
22
日（
木
）

申
込
み　

所
定
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

※
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

今

月

の

納

税

な

ど

市
・
県
民
税

　

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税

　

第
７
期

介
護
保
険
料

　

第
７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

第
７
期

※
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
残
高
不
足
な

　

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
納
期

　

今
月
は
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
第

２
期
の
納
期
で
す
。

納
期
限　

１
月
31
日（
水
）

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）３
３
４
０

会

計

年

度

任

用

職

員

募

集

▼
令
和
６
年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

職
種
、
詳
細
は
２
月
１
日
以
降
順
次
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
７

▼
保
育
士
募
集

募
集
条
件　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人（
３
人
）

勤
務
場
所　

第
一
保
育
所（
幸
手
２
２
６
５
）

　
　
　
　
　

第
二
保
育
所（
吉
野
４
５
０-

９
）

幸

手

市

し

あ

わ

せ

家

族

ウ

ェ

ル

カ

ム

補

助

金

　

40
歳
未
満
の
若
者
夫
婦
を
含
む
世
帯
が
市
外

か
ら
転
入
し
、
初
め
て
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
、

住
宅
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　

住
宅（
建
物
本
体
）の
取
得
価
格（
税
抜

　

き
）の
５
％
の
金
額（
上
限
20
万
円
）

受
付　

１
月
25
日（
木
）ま
で（
予
算
２
０
０
万
円
）

※
予
算
額
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

　

抽
選
に
よ
り
交
付
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

政
策
課　

内
線
２
４
２

幸

手

駅

東

西

自

由

通

路

広

告

掲

載

募

集

掲
載
期
間　

４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で

※
１
か
月
単
位
と
し
、
最
大
で
12
か
月

掲
載
場
所　

幸
手
駅
東
西
自
由
通
路
東
西
口
階

　

段
内
壁
面

掲
載
枠　

10
枠（
東
口
５
枠
・
西
口
５
枠
）

規
格　

Ｂ
１
判

掲
載
料
金　

１
枠
１
万
円（
月
額
）

※
広
告
物
の
作
成
、
設
置
経
費
な
ど
は
広
告
主

　

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
６
日（
火
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課　

内
線
５
５
３

1
月

10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

緊
急
時
以
外
の
相
談
は
つ
ぎ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

▼
悩
む
よ
り
架
け
て
安
心
♯
９
１
１
０
ま
た
は

　
☎
０
４
８（
８
２
２
）９
１
１
０

※
24
時
間
受
付（
夜
間
お
よ
び
土
曜
、
日
曜
、
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
当
直
対
応
と
な
り
ま
す
）。

▼
１
１
０
番
通
報
す
る
と
き
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

　

①
事
件
か
事
故
か
、
②
い
つ
、
③
場
所
、
④

犯
人
を
見
た
か
、
⑤
現
場
の
状
況
、
⑥
あ
な
た

の
こ
と（
住
所
、
名
前
、
連
絡
先
）を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
警
察
署
☎（
42
）０
１
１
０

お

詫

び

と

訂

正

　

広
報
さ
っ
て
12
月
号
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
つ
ぎ
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

・
10
ペ
ー
ジ
、
職
員
の
初
任
給
区
分「
国
一
般
行

　

政
職 

大
学
卒
」18
万
５
２
０
０
円

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
３

あ

た

ま

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

日
時　

１
月
30
日（
火
）午
前
９
時
45
分
開
始

場
所　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手

内
容　

認
知
症
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
お
よ
び
相

　

談
、
記
憶
力
チ
ェ
ッ
ク

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　

12
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

電
話
ま
た
は
窓
口

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
８

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　

２
月
２
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

20
分
、
５
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
15

　

分（
２
日
間
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
）

場
所　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手　

２
階　

研
修
室

内
容　

市
が
指
定
す
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

の
従
事
者
と
な
る
た
め
の
基
礎
研
修

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

１
月
29
日（
月
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

　

窓
口

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
８

第
３
回
市
民
環
境
講
座
（
野
鳥
観
察
会
）

日
時　

２
月
７
日（
水
）午
前
９
時
～
午
後
１
時

集
合
場
所　

北
公
民
館（
午
前
９
時
集
合
）

定
員　

30
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

１
月
９
日（
火
）
～
29
日（
月
）電
話
ま

　

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住
所
、
参
加
者
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
記
入
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
望
遠
鏡
、
野
鳥
ハ
ン
ド
ブ
ッ

　

ク（
持
っ
て
い
る
人
）

※
雨
天
時
は
座
学
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１
・
（
48
）

　

２
２
２
６

　

ド
ま
た
は
窓
口
で
配
布
。

問
合
せ　

農
業
振
興
課　

内
線
５
３
６

交

通

指

導

員

募

集

勤
務
内
容　

月
10
日
程
度
の
児
童
登
校
時
の
交

　

通
指
導
や
、
市
内
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
整
理
な
ど

資
格
要
件　

20
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
心
身
と
も

　

に
健
康
な
人

募
集
人
数　

６
人（
３
月
採
用
予
定
）

申
込
み　

１
月
31
日（
水
）ま
で

問
合
せ　

危
機
管
理
防
災
課　

内
線
５
８
２

県
民
の
日
各
賞
受
賞
（
敬
称
略
）

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
埼
玉
県
表
彰
規
則
に
よ
る
知
事
表
彰

◎
地
方
自
治
功
労

　

武
藤
壽
男（
元
幸
手
市
議
会
議
員
）

◎
消
防
功
労

　

無
量
小
路
成
一（
幸
手
市
消
防
団
副
団
長
）

◎
保
健
衛
生
功
労

　

能
美
昌
司（
一
般
社
団
法
人
北
葛
北
部
医
師
会
会
長
）

▼
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

◎
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　
　

岡
和
彦

問
合
せ　

秘
書
課　

内
線
２
２
３

第
２
次
幸
手
市
環
境
基
本
計
画
策
定

　

策
定
に
伴
い
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
環
境
審
議
会
委
員
の
募
集

募
集
人
数　

３
人（
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
）

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

活
動
内
容　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
基

　

本
的
事
項
の
調
査
審
議

②
市
民
環
境
会
議
委
員
の
募
集

募
集
人
数　

21
人（
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
）

活
動
内
容　

環
境
基
本
計
画
に
関
し
自
由
に
討

　

論
し
、
提
言
を
行
う
こ
と
な
ど

①
②
共
通

応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
18
歳
～

　

70
歳
未
満
の
人

※
高
校
生
、
市
職
員
、
幸
手
市
議
会
議
員
を
除
く
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
を
２
月
２
日（
金
）ま
で

　

に
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
。
応
募
用
紙

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
窓
口
で
配
布
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

▼
幸
手
市
障
が
い
者
基
本
計
画
・
障
が
い
福
祉

　

計
画
・
障
が
い
児
福
祉
計
画

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
、
ウ
ェ

　

ル
ス
幸
手
、
各
公
民
館

募
集
期
間　

１
月
24
日（
水
）ま
で

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
本
計
画
に

　

利
害
関
係
の
あ
る
人

提
出
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
５
・


　
（
43
）５
６
０
０

市
内
小
・
中
学
校
入
学
説
明
会

　

令
和
６
年
度
に
市
内
小
・
中
学
校
に
入
学
予

定
の
児
童
、
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
入
学
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
各
学
校
か
ら
の

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
６
３
４

 「近き者悦
よろこ

べば　遠き者来
きた

る」（孔子）

　昨年の 10 月、全国市長会主催「全国都市問題
会議」が青森県八戸市で「文化芸術・スポーツが
生み出す都市の魅力と発展」をテーマに開催さ
れました。文化芸術・スポーツは、古来より人々
の生活と密接不可分な関わりを有してきまし
た。題

・ ・

記の「近き者～」は、地方創生の核心を突
いた言葉。文化芸術・スポーツが生み出す都市
の魅力と発展とは、その地域に住む人々がいつ
までも暮らし続けたいと思い、誇れるまちを
創っていくための営みであり、その営みこそ地
域の外

そと

の人々をも惹きつけることで、まち全体
の持続的な発展に結びついていきます。
　文化芸術・スポーツは、個人生活のハ

・ ・

リと
潤
・ ・

いをもたらし、人生を豊かなものにするだけ
にとどまりません。まちづくりの主役である市
民と各種団体・行政等の緊密な連携と協働力を
礎に、幸手市民が幸手市に誇りを持ち、定住や
交流を促進し、自信を持って自分達のまちの素
晴らしさを喧

けんでん

伝することから、地方創生は始ま
ります。

　【今年の干支は、めでたい兆しの龍
・

です】


